
 

 

 

川崎市に対し「政策・制度要求と提言」を申し入れ！

 

 

 

連合神奈川と川崎地域連合は、2025年 8

月 18 日(月)10:40 より川崎市本庁舎にお

いて、「2026 年度に向けた政策・制度要求

と提言」の申し入れを行いました。自然災害

対応や貧困対策、市内の様々な課題につい

て、連合神奈川は重点項目 3１件、川崎地域

連合は 170 件（新規 31 件）の申し入れと

意見交換をおこないました。 

 

 

 

 

 

 

冒頭、連合神奈川 林会長は挨拶の中

で、「近年頻発する自然災害の状況を踏ま

えると、従来の対策では十分とは言えず、

特に外国人への対応については改めて検討

が必要である」また、労働力不足への対応

として外国人労働者の雇用が進む中で、

「日本人と外国人が共に暮らし、働ける地

域づくりや関係構築がますます重要にな

る」さらに、「来年度予算への反映をお願

いしたい」と要望を述べました。 

 

 

 

次に川崎地域連合 渡部議長は挨拶の中

で、「昨年、川崎市は市制 100 周年を迎

えた。次なる 110 周年に向けて、より働

きやすく、住みやすい街となることを心か

ら願っている」さらに、「市長が掲げる先

進的な政策を着実に実現するためにも、こ

れまでと同様に、持てる力を最大限に発揮

してほしい」と期待を寄せました。 

 

 

 

 

 

 

 

福田市長は挨拶で、「働く皆さまからの

貴重なご意見、感謝申し上げたい」続け

て、「多様な要請に対し、限られた資源を

いかに効果的に活用していくか、今後しっ

かりと議論を重ねたい」と意欲を示しまし

た。また、「課題は多岐にわたるため、す

べてを完璧に対応することは難しいが、何

よりもその取り組みの過程が重要だと考え

ている。自治体として果たすべき責任を着

実に果たしたい」と決意を述べました。 
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